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The measurement of communication skills using ENDCOREs: Status and current issues
Kenichi NAITOH
Abstract
The "ENDCOREs" scale (Fujimoto & Daibo, 2007) is frequently used for measuring communication skills. 
It comprises six sub-scales: Expressivity, Assertiveness, Decipherer ability, Other Acceptance, Self-
control, and Regulation of Interpersonal Relationship. Each sub-scale contains four question items. 
Moreover, each sub-scale has high internal consistency and concurrent validity. Previous studies that 
used ENDCOREs were divided into three categories. The first category included studies that examined 
differences in scores on the ENDCOREs between sexes, among grades, and so on. The second category 
included studies that examined the relationship of scores on the ENDCOREs to scores on other scales. 
The third category included studies that examined changes in scores on the ENDCOREs before and 
after lectures. The review of previous studies that used the ENDCOREs revealed the following: 1) In the 
case of undergraduate students (except medical students), scores on some sub-scales improved with 
increase in age. 2) It is necessary to compare a control group with an experimental group to examine 
whether scores on the ENDCOREs change before and after lectures. 3) It is necessary to examine the 
predictive validity of the ENDCOREs scale using medical university students.










年 5 月 20 日）。84 件の中から情報誌（日経ものづくり）
1 件，レビュー論文 1 件を除いた 82 件について，コミ
ュニケーション・スキルの測定にどのような尺度が用い
られているのかを調べた。その結果，ENDCOREs が 20











を除いて）58 件ヒットした（2019 年 5 月 20 日）。ヒットした 58 件を調べ

















藤本・大坊（2007）は，これら 6 つの因子を 6 つのメ
インスキルとした上で，それらを構成する 4 種類のサブ
スキルを設定し，各サブスキルに関する質問項目を一つ






法で回答），及び既存の尺度（PEA 及び PDA の日本語版，
ACT の日本語版，ENDE2，SSI の日本語版，ICQ の日
本語版，KiSS-18，JICS，RSMS の日本語版）などを用
いて，2004 年 4 月下旬から 7 月下旬までの 3 か月間，
計 233 名（ 男 性 154 名；19.56 ± 1.14 歳， 女 性 79 名；





















1 年生（4.7）＞ 3 年生（4.0），他者受容のサブスキルで
ある共感性で 1 年生（5.8）＞ 3 年生（5.1），関係調整の
サブスキルである関係維持で 1 年生（5.9）＞ 4 年生（5.3）
となった。また，対人スキルで 1 年生（5.2）＞ 4 年生（4.6），
管理系スキルで 1 年生（10.3）＞ 4 年生（9.1）となった。








キルで，2 年生＞ 4 年生となった。倉元・大坊（2012）
では，解読力で女性（4.78）＞男性（4.46）となった。年
齢別比較では，対象者の年齢を 18 歳，19 歳，20 歳，21
歳以上の 4 つに分類した上でメインスキルごとに比較し
たところ，自己統制で 21 歳以上（4.82），19 歳（4.78）＞
18 歳（4.40）（20 歳は 4.65 で，他の年齢と有意差なし），











3　大学生 2184 名（男性 1209 名，女性 969 名，性別不明 6 名）を調査対象
者とした藤本（2013）では，自己統制（α＝.67），表現力（α＝.83），解読力（α＝
.90），自己主張（α＝.80），他者受容（α＝.83），関係調整（α＝.78）であった。

















































弱い正の相関が見られ（r ＝.204, p ＜ .01），他者受容，
合計とも，有意傾向だが弱い正の相関関係にあった（r ＝
.128, p ＜ .10，r ＝.142, p ＜ .10）。「否定・拒否反応」は，
表現力，自己主張と弱い正の相関を示していた（r ＝
.266, p ＜ .001，r ＝.287, p ＜ .001）。「曖昧反応」に関し
4　指導者群の職種は作業療法士 58 名，言語聴覚士 26 名で，経験年数は
11.6 ± 6.7 年であった。
5　各レベルの年代割合は，新人では 20 代が 74%，レベルⅠでは 30 代が
46%，レベルⅡでは 30 代が 44%，レベルⅢでは 41 歳～ 45 歳が 56% であった。












































































奈良他（2014）は，ENDCOREs をモデルに 6，20 項




負荷量が .40 に満たない項目，因子負荷量 .40 以上が複
数の因子で見られた項目を除外した上で，再度因子分析
をおこなった。その結果，「患者受容と自己統制」
（ENDCOREs の自己統制 3 項目，他者受容 3 項目，関
係調整 1 項目の計 7 項目；α＝ .892），「患者への適切な
説明」（ENDCOREs の自己表現 4 項目，解読力 1 項目，
関係調整 1 項目の計 6 項目；α＝ .877），「患者の心情理
解」（ENDCOREs の解読力 3 項目；α＝ .872）の 3 つ
の因子が得られた。こうして作成された，医療コミュニ
ケーション・スキル質問票の併存的妥当性を検討するた
め に， 因 子 分 析 の 結 果 得 ら れ た 3 つ の 因 子 と，
ENDCOREs の 6 つの因子の間の相関係数を算出した。
その結果，全ての組み合わせで，有意な正の相関が見ら




























































































はまらない）の 7 件法）を作成・実施し，共通性が .4
未満，因子負荷量 .35 未満などの項目を除外しながら因
子分析（主因子法・プロマックス回転）を繰り返し，最
終的に 3 因子 15 項目を抽出した。第 1 因子は「知識的
組織理解」（私は，病院の理念に基づいて看護をしてい
るなど，5 項目；α＝ .829），第 2 因子は「積極的自己開
示」8（私は，看護をするうえで，自分の考えを積極的






















ける 5 つの下位尺度（CP，NP，A，FC，AC 各 10 項目；
はい（2 点），どちらでもない（1 点），いいえ（0 点）
の 3 件法でそれぞれ 0 ～ 20 点の範囲）の尺度得点と，





















































に導くために，PNS マインドを理解し実践することが重要だという（橘 , 
2014）。





































































授業前 3.38，授業後 3.71，関係調整：授業前 3.25，授業
後 3.52；向出（2018）では「とてもあてはまる」を 4，「だ
いたいあてはまる」を 3，「あまりあてはまらない」を 2，






































力（4.05 と 4.31），解読力（4.65 と 4.82），自己主張（3.80
と 4.08）において，「健康の指導」の 1 コマの実施前よ
りも実施後のほうが，自己評定値が有意に高くなってい
た。
亀ヶ谷（2017）では，10 週間に渡って毎週 1 回（90
分間）計 10 回の構成的グループエンカウンターの前後






戸田他（2019）では，2018 年度 2 ～ 4 年生について，
1 年間の在学によって各メインスキルに違いがあるかを
調べた結果，2 年生については解読力（4.4 と 4.5），他
者受容（4.6 と 4.7），関係調整（4.4 と 4.5），3 年生では
表現力（4.0 と 4.1），自己主張（4.0 と 4.2）で，自己評
定値が有意に高くなっていた。（4 年生は 2018 年度の回




















































































学専攻の大学 1 ～ 4 年生を対象とした千葉他（2017）で
は，自己主張の中の柔軟性，他者受容の中の共感性，関
係調整の中の関係維持，対人スキル，管理系スキルで，
3 年生ないしは 4 年生よりも 1 年生のほうが，自己評定
値が高かった。同じ大学生でも医療系大学の大学生の場
































































































































討に用いられていたが，大学 1，ないし 2 年生における
ENDCOREs の自己評定値と，臨床実習後の実習指導者
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